





































実験で得られた振幅1.6Aから密度を見積もると、およそ1X 1o-8A-3である。 Au(110)lx 3は
Pd(110)1 x 2と同様に消失原子列構造を示す。 1x3の計算において密度1X 1o-8A-3の振幅は
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C 
函 1: Pd(llO)の等電子密度面。電子密度 (A.3)は (a)1 x 1 : 1 x 10久
(b) 1 x 2 : 1 x 10久 (c)1 x 2 : 1 x 10毛、 (d)1 x 2 +K : 1 x 10る
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たSPの時間分解顕微像。てご 30，52， 78， 
136 fsでの像を示す。(e句h):対応するシミ
ュレーション
図2.1.3.(a， b): SP波束のブ図 2.1.4.(a-d):遅延時間 τ=56. 7fs <21X2rr 









銀i代、 2.83μm、後方側で 0.45~m と見積もられる。従って、前方伝搬の場合は空間的に広がったビー
トとして、後方伝搬の場合はビートは顕各支鏡の分解能を上田るため観察されず、全体がより空間的
に局在した帯状の明領域として可視化される。





















































発されたアノレゴリズム、 Mu1tiphotonin回pulsein凶 m ∞phasesc組合田S)により制御し、非線形光
学結品(BBO)へのパノレス集光で、得られる SHGスベクトルからダ'(λ) (但し、 λ=2πcjω)を直接測
定した(図 2ユ1)0SLMを用いて適当な位相関数f(λ)の二回微分f"(λ)を波長に依存しない一定量
(づ∞fs2~500fsろとしてパノレスに与えた場合の SHG スベクトノレは、与えるf"(λ)に応じてシフトする。
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Di百erenceTime Method， FDTD法)を用いたシミュレーションを行った。計算モデ、ルとして、 Au(200 
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/ZnS-SiUz /GST/ AhO:J Au構造に単一ナノスリット構造を形成するだけでも、スリットの透過光強度
がGSTの相変化により数%変調するとの見通しが得られたので、まずこの効果を実験的に検証する
ための予備実験を行った。誠斗は、スパッタ成膜によってAl203お反上に作梨されたAu(2oonm) 
/ZnS-SiUz (20 nm)/GST (40 nm)/Al203(430 J.ll11)からなる多層膜に対し、集束イオンビー ムエッチングに
よりスリット構造を形成する事で製作した。各スリット構造の長さは200凶n、幅は100-1凶nであ
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